
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

しからないで！ 

おねしょ 
 

 

 

 

 

ほけんだより ２月号 

気温が低くなると、空気が乾燥して肌トラブルも増えてきます。おふろで温まったらパジャマを着る前にすぐ保湿することが

大事です。ぬくもりと皮膚のうるおいを逃さないようにしましょう。 

2024年2月発行 

（福）京都基督教福祉会 

  桂保育園 

  桂ぶどうの木こども園 

  月見ヶ丘こどもの家 

  あさがお保育室 

 

園の生活に 

「ヒートテック」 

「セーター」 

「厚手フリース」 

「フード付き」は 

適していません。 

 

この季節も 

子どもたちは 

いっぱい遊んで 

散歩に行って 

たくさん 

汗をかきます。 

 

 

 トイレトレーニングが終
わってもおねしょが続く
ことはよくあります。おね
しょは体の育ちと深くか
かわっているため、長い
目で見守ってあげてく
ださいね。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

『ワクチン接種💉』スケジュール通りに済んでいますか？ 

子どもの感染症は予防が第一です 
乳幼児期には免疫（病気に対する抵抗力）が未発達なため、さまざまな感染症にかかります。そして感染していくことで免

疫をつけながら成長していくのです。でも、子どもがかかりやすい感染症は、かぜのように軽いものだけではありません。中

には、確実な治療法がなくて、深刻な合併症や後遺症をおこしたり、命を落としたりする危険がある病気もあります。そうした

感染症は、かからないようにまず予防することが大切です。 

 

ワクチンこそ、もっとも安全な予防方法です！ 
感染症を予防するのに、安全で確実性の高い方法が、ワクチンの接種です。ワクチンは、病気を防ぐために必要な免疫を安

全につける方法です。ワクチンを接種することで、子どもたちを病気から守ることができます。 

でも、すべての感染症に対してワクチンが作れるわけではありません。ワクチンで防げる病気（VPD）は、ごく一部にすぎませ

ん。ワクチンを開発するのはとても難しいことで、困難を乗り越えてまでワクチンが作られたのは、それが重大な病気だから

です。VPDはいったん発病すると、現在の医学でも根本的な治療法はないか、治療がとても難しいのです。 

 

 

 ぼうこうや排せつをコントロールする機能の発達には、大きな
個人差があります。トイレトレーニングは、年齢ではなく発達に合
わせて行いましょう。 

スケジュールの５つのポイント        

Point1「ワクチンデビューは生後 2 か月の誕生日」 

初めてのワクチンは生後 2 か月の誕生日にはじめましょう。 

Point2接種年齢（月齢）になったらすぐに受ける 

ワクチンは、それぞれに接種できる月齢や年齢が決まっています。これ

は、VPD にかかりやすい時期とワクチンを安全に接種でき、高い効果が

得られる年齢を考慮して決められています。「受けられる時期が来たら、

すぐ受ける」ことが基本です。 

Point3効率的・効果的な受け方を考えて、同時接種を取り入れる 

接種間隔や回数を考えて、効率的・効果的に受けられるように接

種順序を工夫しましょう。 

Point4流行している VPD、重症になりやすい VPD を優先する 

地域で流行している VPD（ワクチンで防げる病気）や重症になり

やすいVPDがあれば、まずその予防接種を優先します。場合によ

っては、麻しんなど通常の接種年齢になる前から受けた方がいい

場合もあるので、かかりつけの小児科医に相談してください。 

Point5わからない時は早目にかかりつけ医に相談する 

「かぜをひいたけどいつから受けられる？」「アレルギーがあるけ

ど大丈夫？うーん、わからない…。」そんなときは、ひとりで悩む

よりかかりつけの小児科医に早めに相談を。 

 

【トイレトレーニング】 

・パンツとズボンは一つずつ

順番に上げましょう。 

・トイレットペーパーで拭か

ない子がいます～(>_<) 

もう節分。もう少し寒さが続きます。ご自愛を。  文責：保健師 森阪万季

  


